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平成 23 年３月期 第２四半期連結決算の要旨平成 23 年３月期 第２四半期連結決算の要旨  
 
 

  前前年年同同期期比比ササママリリーー  

      
売上高 及び 営業利益売上高 及び 営業利益：：  

・ 売上高は、情報サービス事業への選択と集中の方針のもと、平成 22 年４月にコスモ証券

㈱の株式譲渡をはじめ、グループ会社を整理した影響による減収に加え、不透明な経済環

境を背景に、企業の新規投資案件の先送りによる案件不足や、株式市場の低迷により証券

会社向けサービスが減少したこと等の影響で 681.5 億円(前年同期比 19.4％減)となりま

した。 

・ 営業利益は、減収の影響があるものの、前連結会計年度より取り組んでまいりました、コ

スト構造の見直しや不採算事業からの撤退により 21.9 億円の黒字（前年同期 4.7 億円の

営業損失）となりました。 

 

経常利益 及び 四半期純利益経常利益 及び 四半期純利益：：  

・ 経常利益は、貸付債権に対する貸倒引当金繰入額 17.5 億円を計上しましたが、営業利益

の増益により 4.5 億円（前年同期 7.5 億円の経常損失）の経常黒字となりました。 

・ 四半期純利益は、証券事業撤退損失89.0億円を含む特別損失99.5億円の発生により、78.1

億円の四半期純損失（前年同期 586.1 億円の四半期純損失）となりました。 
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  セセググメメンントト別別  業業績績（（連連結結））【【前前年年同同期期比比較較】】  

 
 

ＢＰＯＢＢＰＰＯＯ   

 売上高は、不採算案件からの撤退の影響があるものの、コンタクトセンター関連におい

て既存顧客との取引高が拡大し 150.8 億円（前年同期比 0.3％増）となりました。営業

利益は、不採算案件からの撤退やコスト構造の見直しにより 1.4 億円（前年同期は 3.2

億円の営業損失）と黒字回復いたしました。 

ＩＴマネジメントＩＩＴＴママネネジジメメンントト   

 売上高は、データセンター関連が上向きの兆しが出てきているものの、既存案件の値下

げ圧力は依然として厳しく、システム運用サービス及び機器販売の減少により 151.3 億

円（前年同期比 14.5％減）となりました。営業利益は、主に減収に伴い 8.4 億円（同 

27.3％減）となりました。 

システム開発シシスステテムム開開発発   

 売上高は、主に証券会社向けＡＳＰサービス及び開発案件が減少したことに加え、既存

顧客の当初予算の見直しや新規投資案件の先送り等により、399.0 億円（前年同期比 

9.8％減）となりました。営業利益は、減収の影響があるものの、未稼働要員の減少及

びコスト構造の見直しにより 27.1 億円（同 7.6％増）となりました。 

 
上記３報告セグメントを合計した情報サービスでは、ＩＴ市場全般の回復が遅れていること

などを背景に減収となる一方、コスト構造見直しによる削減効果等により増益を確保し、売上

高 701.1 億円（前年同期比 8.9％減）、営業利益 37.0 億円（同 10.2％増）となりました。 
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プリペイドカードププリリペペイイドドカカーードド

 売上高は、加盟店店舗数の拡大、カード発行高の増加に伴い、機器販売、カード発行関

連売上の増加等により 17.9 億円（前年同期比 24.6％増）となりました。営業利益は、

増収及び収益構造の改善により 3.3 億円（同 149.2％増）となりました。 

その他そそのの他他

 売上高は、ベンチャーキャピタル事業、投資信託委託業等での売上高であり、4.5 億円

（前年同期比 96.2％減）となりました。なお、前年同期には撤退した証券事業や金融

サービス事業等の売上高が含まれております。営業利益は、2.3 億円の営業損失となっ

たものの、前年同期と比較して金融サービス事業の撤退等により、赤字幅が 6.8 億円改

善しております。 

 

    期期末末のの見見通通しし  

当社グループは、平成22年10月１日付でグループ経営体制及び事業推進体制を純粋持株会社体

制から事業持株会社体制へ移行いたしました。経済環境は、依然としてＩＴ投資抑制傾向が見ら

れ、引き続き厳しい事業環境が続いておりますが、お客様に必要とされる最適なサービス提供を

し続けるため、「ＢＰＯ」、「ＩＴマネジメント」、「システム開発」３つの事業の連携・融合

を進めてまいります。 

なお、予想数値に関しては、現時点においては平成22年11月４日に発表いたしました修正業績

予想の公表値より変更ありません。 

  

（単位：億円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

通 期 1,600.0 100.0 78.0 △15.0

参考：平成 22 年３月期実績 1,695.1 41.7 29.1 △591.8
 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上    
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